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医療の転換期における在宅医療の役割

　　　一般社団法人日本在宅医学会　代表理事　前 田 憲 志

　わが国の高齢化の進展や疾病構造の変化に伴い，医療福祉体系が大きく

変わろうとする時，日本在宅医学会が佐藤智会長のもとに発足しました．

「人の全生涯にわたって，質の高い生涯をおくれるように支える」とのス

ローガンのもとに医療と介護を在宅で行う活動が続けられ，学術大会の開

催，学会誌の発刊，教科書発行が行われ，専門医制度が発足しました．

第二代前沢政次会長のもと，指導医ならびに研修指導施設の認定が行われ

たことにより認定試験制度も充実し，専門医の養成も順調に進んでまいりました．一方，わが

国の医療福祉体系は，介護保険制度の導入に続いて在宅療養支援診療所の創設が行われ，地域

で在宅を中心として生涯を支える医療福祉制度の推進が着々と進められています．

　本学会も平成 23 年 12 月に一般社団法人日本在宅医学会が前沢政次代表理事のもとに発足し，

旧任意団体の日本在宅医学会を引き継いで，平成 24 年４月１日より一般社団法人日本在宅医学

会が新たな理事構成のもとに発足いたしました．これに伴い，この度，私が代表理事を務めさ

せていただくこととなりました．４月１日からは機能強化型在宅療養支援診療所制度も創設さ

れ，在宅での医療・介護が更に強力に推進されることとなりました．この国策にそって，本学

会も会員の拡充，教育の推進，特に，多職種協働による在宅での医療・介護のより効果的な連

携を求めて，多職種協働の教育研修に力を入れてまいります．また，この在宅医療制度は地域

偏在が少なく，広く，全国での平準化が求められますので，各地域での活動を活性化させてい

くことも重要な課題と認識し，活動を推進してまいる所存でございます．更に，この医療福祉

分野は長年培われてきた施設医療とは異なった環境の中で，一人一人の生活を支え，生きる力

を引き出しながら療養支援を行なう必要があり，新たな研究・開発が求められています．支援

対象者は年々増加し，この分野は医療福祉領域の中で大きな割合を占めることになります．佐

藤智初代会長の「医とは何か」の原点を忘れることなく，広大な未知の分野を含むこの医療福

祉領域を開拓し，急速な需要に対応できる成果を挙げて行くためには，多数の会員の努力が必

要となります．新しい会員のご参加と会員諸氏の個性溢れるご精進に期待するものであります．

　上記の趣旨を踏まえた新しい試みとして，第 14 回日本在宅医学会大会（大会長　服部信孝順

天堂大学医学部神経学講座教授）と第 16 回日本在宅ケア学会学術集会（大会長　原礼子慶應義

塾大学看護医療学部教授）が共同開催され，本号に内容が掲載されています．在宅医療の学問

体系の構築も重要な課題であり，広く，引きつづき学会誌へのご投稿をお願い申し上げます．

巻頭言




